
20
世
紀
前
半
の
移
民
に
始
ま
る

エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
に
よ
る
棲
み
分
け

19
世
紀
後
半
、
人
口
わ
ず
か
２
万
人
程
度

の
寂
し
い
田
舎
町
に
過
ぎ
な
か
っ
た
サ
ン
パ

ウ
ロ
市
で
は
、
コ
ー
ヒ
ー
産
業
の
隆
盛
と
と

も
に
、
１
９
２
０
年
代
か
ら
そ
こ
で
蓄
積
さ

れ
た
資
本
を
利
用
し
て
工
業
化
が
展
開
さ
れ
、

30
年
代
半
ば
に
そ
の
人
口
は
１
０
０
万
人
を

超
え
る
に
い
た
っ
た
。
こ
の
人
口
増
加
は
、

主
に
19
世
紀
後
半
か
ら
本
格
的
に
移
住
す
る

よ
う
に
な
っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
か
ら
の
移

民
が
コ
ー
ヒ
ー
農
園
で
賃
金
労
働
者
と
し
て

生
活
を
送
っ
た
の
ち
に
、
工
場
労
働
力
と
し

て
吸
収
さ
れ
て
起
き
た
も
の
で
あ
る
。

１
９
３
４
年
当
時
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
の
人

口
は
１
０
３
万
３
０
０
０
人
ほ
ど
。
そ
の
う

ち
外
国
人
が
約
29
万
人
（
28
％
）
で
、
そ
の

外
国
人
総
数
の
68
％
に
あ
た
る
約
20
万
人
が

ラ
テ
ン
系
３
国
（
イ
タ
リ
ア
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、

ス
ペ
イ
ン
）
か
ら
の
移
民
（
全
体
に
対
し
て

19
％
）、
そ
し
て
ド
イ
ツ
人
が
１
万
３
０
０
０

人
程
度
（
同
１
・
３
％
）
で
あ
っ
た
（
図
１
）。

こ
の
当
時
の
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
を
大
雑
把
に

捉
え
る
と
、
商
業
地
区
は
市
の
中
心
で
あ
る

セ
ー
地
区
、
工
業
地
区
は
市
の
東
側
の
ブ
ラ

ス
、
モ
ッ
カ
、
べ
レ
ン
地
区
な
ど
。
こ
の
工

業
地
帯
で
働
く
工
場
労
働
者
ら
の
住
宅
地
区

は
ブ
ラ
ス
、
ビ
シ
ー
ガ
、
カ
ン
ブ
シ
ー
と
い

っ
た
工
場
地
帯
隣
接
地
域
、
コ
ー
ヒ
ー
農
園

主
や
事
業
家
な
ど
の
上
流
階
級
居
住
地
区
は

ベ
ラ
・
ビ
ス
タ
や
リ
ベ
ル
ダ
ー
デ
地
区
の
一

角
、
イ
ジ
エ
ノ
ー
ポ
リ
ス
地
区
、
現
在
の
パ

ウ
リ
ス
タ
大
通
り
に
か
け
て
の
地
域
。
こ
の

あ
た
り
ま
で
が
市
街
地
で
、
そ
の
周
辺
に
は

33

リベルダーデの東洋街の誕生を記念した仮装パレード（1974年11月）。翌年2
月の地下鉄リベルダーデ駅開設に先立ち、東洋街では街頭装飾がなされ、日
本庭園、大鳥居やスズラン灯、巴模様のタイルなどが建造された
資料：ディスカバー・ニッケイ（www.discovernikkei.org）、根川幸男「ブラジルの日本人街」より

もり こういち●明治大学大学院修了後（社
会人類学専攻）、日系社会・文化研究のた
めにサンパウロ大学留学。カンピーナス
州立大学を経て、サンパウロ人文科学研
究所研究員および所長。大阪大学グロー
バルCOEプログラム連携研究員、琉球大
学移民研究センター客員研究員でもある

森も

り

幸
一

こ

う

い

ち

サ
ン
パ
ウ
ロ
大
学

哲
学
・
文
学
・
人
間
科
学
部
教
授

bunshin
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広
大
な
半
市
街
地
（
主
に
小
規
模
農
業
が
行
な

わ
れ
て
い
た
）
が
広
が
っ
て
い
た
。

当
時
、
29
万
人
ほ
ど
だ
っ
た
外
国
人
移
民

は
、
例
え
ば
イ
タ
リ
ア
人
た
ち
は
ブ
ラ
ス
、

モ
ッ
カ
、
ビ
シ
ー
ガ
地
区
な
ど
の
工
業
地
帯

と
そ
れ
に
隣
接
す
る
居
住
区
に
、
ユ
ダ
ヤ
人

た
ち
は
ボ
ン
・
レ
チ
ー
ロ
地
区
、
日
本
人
は

リ
ベ
ル
ダ
ー
デ
地
区
な
ど
へ
集
中
し
て
い
た

よ
う
に
、
か
な
り
の
程
度
、
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ

に
よ
る
棲
み
分
け
傾
向
が
認
め
ら
れ
た
。

こ
う
し
た
傾
向
は
、
ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
ズ
で

あ
る
韓
国
系
、
中
国
系
、
ボ
リ
ビ
ア
系
な
ど

を
含
め
た
各
エ
ス
ニ
ッ
ク
集
団
が
特
定
の
職

種
に
集
中
す
る
と
い
う
特
徴
を
あ
る
程
度
伴

い
な
が
ら
、
現
在
に
ま
で
い
た
っ
て
い
る
。

例
え
ば
、
ボ
ン
・
レ
チ
ー
ロ
地
区
は
オ
ー
ル

ド
カ
マ
ー
ズ
で
あ
る
ユ
ダ
ヤ
人
た
ち
が
集
中

し
、
そ
こ
で
縫
製
業
を
中
心
と
す
る
仕
事
に

就
き
、
社
会
経
済
上
昇
を
目
指
し
た
結
果
、

別
の
居
住
地
区
に
移
動
を
遂
げ
る
よ
う
に
な

っ
た
時
期
に
、
ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
ズ
で
あ
る
韓

国
移
民
が
居
住
を
開
始
し
、
や
は
り
ニ
ュ
ー

カ
マ
ー
ズ
で
あ
っ
た
ボ
リ
ビ
ア
移
民
を
労
働

力
と
し
な
が
ら
縫
製
業
で
成
功
を
目
指
し
て

き
た
と
い
う
特
徴
を
持
っ
て
い
る
。

商
店
が
集
ま
り
、
学
校
が
で
き
、

「
日
本
人
街
」
が
生
ま
れ
た

サ
ン
パ
ウ
ロ
市
に
お
け
る
日
本
人
の
歴
史

は
、
１
９
０
８
年
の
第
１
回
移
民
以
前
に
さ

か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
れ
を
除
く

と
そ
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
拡
大
さ
せ
て
き
た
の

は
10
年
代
後
半
か
ら
で
あ
る
。
34
年
当
時
、

市
の
日
本
人
人
口
は
４
５
６
３
人
で
、
そ
の

23
％
が
リ
ベ
ル
ダ
ー
デ
地
区
に
集
中
し
て
い

た
が
、
半
市
街
地
で
あ
っ
た
地
域
（
モ
ル
ン

ビ
ー
、
ツ
ク
ル
ビ
ー
な
ど
）
に
も
居
住
し
、
近

郊
型
農
業
に
従
事
す
る
者
も
多
か
っ
た
。

リ
ベ
ル
ダ
ー
デ
地
区
で
は
、
セ
ー
広
場

（
大
聖
堂
）
に
近
い
コ
ン
デ
・
デ
・
サ
ル
ゼ
ー

ダ
ス
街
（
以
下
コ
ン
デ
街
と
略
す
）
を
中
心
に

し
な
が
ら
、
エ
ス
ツ
ダ
ン
テ
ス
、
タ
バ
チ
ン

ゲ
ラ
、
グ
ロ
リ
ア
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
と
い
っ
た

各
街
路
に
囲
ま
れ
た
地
域
に
集
中
的
に
居
住

し
、
特
に
コ
ン
デ
街
を
中
心
に
戦
前
期
の
日

本
人
街
が
形
成
さ
れ
た
。

こ
の
地
区
に
日
本
人
が
集
中
し
は
じ
め
た

の
に
は
、
い
く
つ
か
の
理
由
が
あ
っ
た
。
第
一

に
は
市
の
中
心
で
あ
っ
た
セ
ー
広
場
に
近
く
、

仕
事
場
へ
の
交
通
ア
ク
セ
ス
が
よ
か
っ
た
こ

と
、
第
二
に
は
急
坂
に
位
置
す
る
コ
ン
デ
街

34
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外国籍  
 計 

103万
3202人
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ドイツ 1万3362人 
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図1 1934年当時のサンパウロ市在住外国人人口と比率（国名は国籍） 
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「9月7日広場」付近のリベルダーデ通り。1942年
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セー寺院 

地  下  西  線  東  鉄  

地
下
鉄
南
北
線 

コンデ・デ・サルゼーダス街 

エスツダンテス街 

タバチンゲラ街 

サンパウロ街 
高 速 道 路高 速 道 路

ガ
ル
ボ
ン
・
ブ
エ
ノ
街 

グ
ロ
リ
ア
街 

リ
ベ
ル
ダ
ー
デ
大
通
り 

コ
ン
セ
リ
ェ
イ
ロ
・
フ
ル
タ
ー
ド
街 

セー広場駅 

サン・ジョアキン駅 

リベルダーデ広場 リベルダーデ広場 

リベルダーデ駅 リベルダーデ駅 

高 速 道 路

東洋街の 
範囲 

日系・ 
中国系商店 

図3 サンパウロ　 
 リベルダーデ地区「東洋街」 

ACAL本部本部 
 

客家会館 
日伯文化協会 

ACAL本部 
 

セントロ 
（旧市街） 東 地 下 鉄 

西 線 
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地 
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鉄 

リベルダーデ 

ボン・レチーロ 

ブラス 

カンブシー 

ベラ・ビスタ 

ベレン 

セー 

モッカ 

に
安
価
な
半
地
下
部
屋
ポ
ロ
ン
が
数
多
く
あ

っ
た
こ
と
、
第
三
に
は
日
本
帝
国
総
領
事
館

が
15
年
に
セ
ー
広
場
に
開
設
さ
れ
た
の
を
嚆こ

う

矢し

と
し
て
、
日
本
の
出
先
機
関
や
公
共
性
の

高
い
事
業
所
が
セ
ー
広
場
付
近
に
集
中
す
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

コ
ン
デ
街
を
中
心
と
す
る
戦
前
の
日
本
人

街
は
、
10
年
代
初
頭
か
ら
、
日
本
製
品
・
雑

貨
・
食
料
品
を
扱
う
商
店
、
下
宿
屋
・
旅

館
・
ホ
テ
ル
の
宿
泊
所
、
医
院
、
理
髪
店
、

洋
服
店
、
薬
局
、
飲
食
店
、
菓
子
製
造
業
、

豆
腐
製
造
業
、
醤
油
醸
造
所
、
書
籍
店
な
ど

が
続
々
と
開
業
し
、
さ
ら
に
市
内
で
最
初
の

日
本
語
学
校
「
大
正
小
学
校
」
も
開
校
さ
れ

（
１
９
１
５
年
）、
発
展
を
遂
げ
て
い
っ
た
（
図

２
）。
こ
の
日
本
人
街
の
全
盛
期
は
20
年
代
末

か
ら
30
年
代
末
に
か
け
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
41
年
に
第
二
次
世
界
大

戦
が
勃
発
し
、
翌
42
年
9
月
に
は
コ
ン
デ
街

お
よ
び
エ
ス
ツ
ダ
ン
テ
ス
街
か
ら
の
日
本
人

強
制
立
退
命
令
が
下
さ
れ
る
と
と
も
に
、
会

社
組
織
で
営
業
し
て
い
た
商
店
な
ど
が
財
産

没
収
の
対
象
と
な
り
、
戦
前
は
日
本
移
民
の

〈
オ
ア
シ
ス
〉
と
し
て
日
本
へ
の
郷
愁
を
癒
し

た
日
本
人
街
も
衰
退
し
て
い
っ
た
。

新
日
本
人
街
は

新
た
な
エ
ス
ニ
ッ
ク
文
化
創
造
の
場

戦
前
か
ら
起
き
て
い
た
日
本
（
系
）
人
の
サ

ン
パ
ウ
ロ
市
へ
の
移
動
は
、
永
住
主
義
の
台

頭
や
子
弟
教
育
の
必
要
な
ど
を
理
由
に
、
戦

後
、
活
発
化
し
た
。
39
年
当
時
の
日
系
人
口

は
約
５
０
０
０
人
で
あ
っ
た
が
、
58
年
に
は

約
７
万
人
へ
と
急
増
、
さ
ら
に
88
年
に
は
35

万
を
超
え
る
日
系
人
が
居
住
す
る
に
い
た
っ

て
い
る
。
日
系
人
の
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
へ
の
移

動
と
そ
こ
で
の
経
済
的
安
定
・
上
昇
、
そ
し

て
戦
後
移
住
の
再
開
（
53
年
）
は
、
ガ
ル
ボ

ン
・
ブ
エ
ノ
街
を
中
心
と
す
る
新
日
本
人
街

の
形
成
と
展
開
の
基
底
的
な
条
件
で
あ
っ
た
。

終
戦
後
、
コ
ン
デ
街
へ
戻
っ
た
商
店
や
料

理
店
な
ど
も
あ
っ
た
も
の
の
、
そ
の
多
く
は

急
坂
と
い
う
コ
ン
デ
街
で
の
商
業
活
動
の
ハ

ン
デ
も
あ
り
、
同
じ
リ
ベ
ル
ダ
ー
デ
地
区
内

に
位
置
す
る
ガ
ル
ボ
ン
・
ブ
エ
ノ
街
を
中
心

と
す
る
街
路
を
選
択
し
、
そ
こ
に
商
店
、
料

理
店
、
事
業
所
な
ど
を
構
え
て
い
っ
た
（
図

３
）。
特
に
こ
の
街
路
を
中
心
と
す
る
新
日
本

人
街
の
成
立
と
発
展
に
と
っ
て
大
き
な
契
機

と
な
っ
た
の
は
、
53
年
7
月
、
映
画
館
、
ホ

テ
ル
、
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
の
施
設
を
持
つ
シ

ネ
・
ニ
テ
ロ
イ
が
開
館
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

50
年
代
後
半
に
は
新
日
本
人
街
の
日
系
商
店

や
料
理
店
な
ど
が
旧
日
本
人
街
を
数
的
に
凌

駕
す
る
に
い
た
り
、
そ
の
後
、
複
数
の
日
本

映
画
上
映
館
、
日
系
旅
行
社
な
ど
の
各
種
エ

ス
ニ
ッ
ク
企
業
が
誕
生
し
た
。

ま
た
、
こ
の
時
期
に
は
戦
前
の
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
下
で
解
体
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
日
系

団
体
が
サ
ン
パ
ウ
ロ
日
本
文
化
協
会
（
現
在

の
ブ
ラ
ジ
ル
日
本
文
化
福
祉
協
会
、
55
年
結
成
）

や
県
人
会
な
ど
を
筆
頭
に
新
た
に
結
成
さ
れ

は
じ
め
、
多
く
が
本
部
を
ガ
ル
ボ
ン
・
ブ
エ

ノ
街
や
そ
の
周
辺
に
置
く
よ
う
に
な
り
、
リ

ベ
ル
ダ
ー
デ
は
エ
ス
ニ
ッ
ク
日
本
人
地
区
の

様
相
を
明
確
に
し
て
い
っ
た
。

60
年
代
に
は
、
リ
ベ
ル
ダ
ー
デ
地
区
で
営

業
す
る
日
系
商
店
・
事
業
所
が
リ
ベ
ル
ダ
ー

デ
商
店
親
睦
会
（
65
年
結
成
。
以
下
Ａ
Ｃ
Ａ
Ｌ

と
略
す
）
を
結
成
し
、
日
系
人
を
中
心
と
す

35

リベルダーデ地区はサンパウロ市の中心に位置するセー広場のほ
ぼ南側にある。現在、東洋街は、古くからの日本人街だったコン
デ・デ・サルゼーダス街から南へ向けて1.5キロほどの広がりを持つ



る
顧
客
を
ひ
き
つ
け
る
た
め
に
、
当
該
地
区

に
あ
っ
た
他
の
日
系
団
体
（
例
え
ば
伯
国
仏
教

連
合
会
、
宮
城
県
人
会
等
）
と
と
も
に
、
エ
ス

ニ
ッ
ク
・
イ
ベ
ン
ト
（F

esta

）
を
創
造
し
は

じ
め
た
。
そ
の
嚆
矢
は
69
年
に
始
ま
っ
た

「
東
洋
祭
り
」
で
あ
り
、
新
日
本
人
街
は
商

業
主
義
と
結
び
つ
い
た
エ
ス
ニ
ッ
ク
文
化
の

マ
ニ
フ
ェ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
空
間
と
も
な
っ

て
い
っ
た
。

「
日
本
」
を
シ
ン
ボ
ル
に
進
め
ら
れ
た

「
東
洋
街
」
化
の
施
策

68
年
、
ガ
ル
ボ
ン
・
ブ
エ
ノ
街
を
中
心
と
す

る
日
本
人
街
に
大
き
な
転
機
が
訪
れ
た
。
そ

れ
は
市
の
東
西
を
結
ぶ
幹
線
道
路
（E

levado

C
osta

e
Silva

）
と
地
下
鉄
南
北
線
（
お
よ
び

リ
ベ
ル
ダ
ー
デ
駅
）
の
建
設
で
あ
っ
た
。
特
に

後
者
は
70
年
代
に
な
っ
て
、
日
系
商
店
や
事

業
所
な
ど
の
商
業
主
義
が
、
観
光
政
策
を
中

核
と
す
る
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
役
所
の
市
中
心
地

区
再
活
性
化
政
策
と
も
連
動
し
、
リ
ベ
ル
ダ

ー
デ
地
区
の
「
東
洋
街
」
化
を
促
進
さ
せ
て

い
っ
た
。

こ
の
政
策
は
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
リ
ト
ル
・

ト
ー
キ
ョ
ー
を
モ
デ
ル
と
し
て
、
リ
ベ
ル
ダ

ー
デ
地
区
を
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
的
日
本
性
を
強

調
し
な
が
ら
、
新
た
な
「
東
洋
街
」
と
し
て

生
ま
れ
変
わ
ら
せ
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ

た
。
Ａ
Ｃ
Ａ
Ｌ
、
日
系
団
体
、
サ
ン
パ
ウ
ロ

市
役
所
、
州
政
府
は
、
日
本
を
象
徴
す
る
、

赤
鳥
居
、
す
ず
ら
ん
灯
（
街
灯
）、
パ
ー
ブ
メ

ン
ト
（
舗
道
）
な
ど
を
設
置
、
「
日
本
」
的

民
芸
品
な
ど
を
販
売
す
る
〈
東
洋
市
（
日
曜

市
）
〉
を
設
け
た
。
ま
た
、
日
本
的
文
化
要

素
と
ブ
ラ
ジ
ル
的
な
文
化
要
素
を
ブ
リ
コ
ラ

ー
ジ
ュ
し
た
〈
新
た
な
伝
統
〉
と
し
て
、
い
く

つ
か
の
「
祭
り
」（
花
祭
り
﹇
76
年
﹈、
餅
つ
き

大
会
﹇
同
﹈、
七
夕
祭
り
﹇
79
年
﹈
な
ど
）
を
創

造
し
、
リ
ベ
ル
ダ
ー
デ
地
下
鉄
駅
上
の
リ
ベ

ル
ダ
ー
デ
広
場
と
い
う
空
間
を
中
心
に
実
施

し
て
い
っ
た
。

こ
の
時
期
、
リ
ベ
ル
ダ
ー
デ
地
区
の
東
洋

街
化
は
あ
く
ま
で
「
日
本
」
と
い
う
シ
ン
ボ

ル
を
通
じ
て
の
〈
日
本
人
街
〉
化
と
し
て
進

め
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
こ
こ
で

は
リ
ベ
ル
ダ
ー
デ
の
第
一
次
〈
東
洋
街
〉
化

と
呼
ん
で
お
こ
う
。

中
国
街
と
韓
国
街
が
加
わ
っ
た

新
た
な
「
東
洋
街
」
へ

リ
ベ
ル
ダ
ー
デ
地
区
の
外
国
人
は
何
も
日

本
人
だ
け
で
は
な
く
、
中
国
系
移
民
や
韓
国

系
移
民
も
存
在
し
て
き
た
。
中
国
系
移
民
は

す
で
に
60
年
代
末
（
な
い
し
70
年
代
初
頭
）
に

は
中
国
食
品
を
販
売
す
る
商
店
を
開
業
し
た

り
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
団
体
を
結
成
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
行
な
っ
て
い
た
。
こ
の
中
国
系

移
民
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
組
織
化
は
、
特
に
中
国

系
ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
ズ
が
増
加
し
は
じ
め
た
80

年
代
に
活
発
に
な
り
、
そ
の
多
く
は
本
部
を

コ
ン
セ
リ
ェ
イ
ロ
・
フ
ル
タ
ー
ド
街
や
グ
ロ

リ
ア
街
に
構
え
、
中
国
語
を
は
じ
め
と
す
る

中
国
文
化
の
伝
承
・
普
及
、
相
互
扶
助
な
ど

の
活
動
を
行
な
っ
て
き
て
い
る
。
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ま
た
、
90
年
代
初
頭
以
降
、
世
界
の
グ
ロ

ー
バ
ル
化
や
そ
れ
と
関
連
す
る
ブ
ラ
ジ
ル
の

輸
入
自
由
化
政
策
な
ど
を
背
景
に
、
中
国
系

移
民
や
華
僑
資
本
が
流
入
し
、
ガ
ル
ボ
ン
・

ブ
エ
ノ
街
や
エ
ス
ツ
ダ
ン
テ
ス
街
で
中
国
系

商
人
た
ち
が
日
本
食
品
や
中
国
か
ら
の
輸
入

製
品
を
販
売
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、

今
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
は
、
グ
ロ
リ
ア
街
や

コ
ン
セ
リ
ェ
イ
ロ
・
フ
ル
タ
ー
ド
街
に
は
ニ

ュ
ー
カ
マ
ー
ズ
た
ち
を
視
野
に
入
れ
た
大
衆

的
中
国
レ
ス
ト
ラ
ン
が
数
多
く

開
店
し
て
き
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
リ
ベ
ル
ダ
ー
デ

に
お
け
る
中
国
系
移
民
の
プ
レ

ゼ
ン
ス
は
、
今
世
紀
初
頭
か
ら

非
常
に
可
視
的
な
も
の
と
な
っ

て
き
て
い
る
。
そ
れ
は
第
一
に
、

ブ
ラ
ジ
ル
日
本
文
化
福
祉
協
会

の
す
ぐ
近
く
に
現
代
的
な
客
家

会
館
が
建
設
さ
れ
た
こ
と
、
第

二
に
２
０
０
６
年
の
旧
正
月
か

ら
リ
ベ
ル
ダ
ー
デ
広
場
と
ガ
ル

ボ
ン
・
ブ
エ
ノ
街
の
一
部
を
利
用

し
た
、
初
の
中
国
系
イ
ベ
ン
ト
、

春
節
〈A

no
N

onvo
C

hinês

〉

が
盛
大
に
開
催
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
な
ど
に
認
め
ら
れ

る
。

近
年
に
お
け
る
リ
ベ
ル
ダ
ー
デ
地
区
は
、

50
年
代
か
ら
の
「
日
本
」
を
表
象
す
る
シ
ン

ボ
ル
、
記
号
な
ど
を
用
い
た
第
一
次
東
洋
街

化
か
ら
、
中
国
系
移
民
の
増
大
と
そ
の
プ
レ

ゼ
ン
ス
な
ど
を
条
件
に
、
日
本
・
中
国
を
表

象
す
る
シ
ン
ボ
ル
・
記
号
な
ど
を
選
択
す
る

第
二
次
東
洋
街
化
の
プ
ロ
セ
ス
に
あ
る
と
い

う
こ
と
が
い
え
る
だ
ろ
う
。

そ
し
て
、
07
年
に
は
、
リ
ベ
ル
ダ
ー
デ
地

区
の
新
た
な
東
洋
街
化
を
目
指
す
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
発
表
さ
れ
た
。
そ
れ
は
第
三
次
東
洋

街
化
と
も
呼
び
う
る
も
の
で
、
「
東
洋
」
と

い
う
範
疇
に
新
た
に
韓
国
を
加
え
、
リ
ベ
ル

ダ
ー
デ
地
区
の
街
路
を
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
シ

ン
ボ
ル
を
用
い
て
中
国
街
、
韓
国
街
、
そ
し

て
日
本
街
（
日
本
の
場
合
に
は
江
戸
と
現
代
日

本
を
表
象
す
る
街
路
）
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
街

路
に
お
い
て
文
化
的
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て

い
こ
う
と
い
う
内
容
の
も
の
で
あ
る
。

■
　
　
■
　
　
■

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
市

（
州
）
の
近
代
的
発
展
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
や

地
域
か
ら
の
移
民
た
ち
に
よ
っ
て
、
そ
の
一

端
が
担
わ
れ
て
き
た
。
リ
ベ
ル
ダ
ー
デ
地
区

は
、〈
東
洋
〉
か
ら
の
移
民
た
ち
も
そ
の
プ
ロ

セ
ス
に
参
画
し
て
き
た
こ
と
を
示
し
、
か
つ

自
ら
の
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
を
表
明
す
る
空
間
で

あ
り
、
別
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
は
サ
ン
パ
ウ
ロ
市

の
〈
移
民
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
都
市
〉〈
多

様
性
の
調
和
的
共
生
〉
な
ど
を
表
明
す
る
一

つ
の
〈
場
〉
と
し
て
あ
る
、
と
い
え
る
だ
ろ

う
。
し
か
し
、
常
に
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
的

に
捉
え
ら
れ
る
〈
東
洋
（
人
）〉
と
い
う
範
疇

の
内
容
と
意
味
は
、
各
エ
ス
ニ
ッ
ク
集
団
の

状
況
の
変
化
や
さ
ま
ざ
ま
な
他
者
と
の
交
渉

な
ど
に
よ
っ
て
、
常
に
更
新
さ
れ
創
造
さ
れ

続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。a
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